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１．はじめに

吹 田 市 と パ ナ ソ ニ ッ ク グ ル ー プ は 、 「 S u i t a サ ス テ ィ ナ ブ ル ・

ス マ ー ト タ ウ ン プ ロ ジ ェ ク ト を 契 機 と し た 持 続 可 能 な ま ち づ く り に 向 け た

連 携 協 定 」 を 締 結 し て おり 、 そ こ で は S u i t a  S S T に お い て 実 証 実 験 や

試 験 導 入 を 検 討 す る 、 と さ れ て い ま す 。

そ う い っ た 背 景 の も と 、 今 回 S u i t a  S S T の 各 戸 の 水 道 メ ー タ ー を

ス マ ー ト メ ー タ ー と す る こ と に よ り 、 検 針 業 務 の 効 率 化 だ け で な く 、 管 路

網 管 理 の 向 上 、 水 道 施 設 の 効 率 的 な 運 用 、 ま た 見 え る 化 に よ る サ ー ビ ス

向 上 等 、 多 く の 効 果 が あ る と さ れ て い る為 、 こ の S u i t a  S S T に お い て 、

ス マ ー ト メ ー タ ー の 実 証 実 験 を 吹 田 市 、 柏 原 計 器 工 業 株 式 会 社 、

パ ナ ソ ニ ッ ク 株 式 会 社 の 3 者共 同 で３ 年 間 実施 し て き ま し た 。

今 回 、 こ の 実 証 実 験 の 報 告 を 以 降 に 記 し ま す 。
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吹田市、柏原計器工業（株）、パナソニック（株）は、水道のスマート化実現に向けた水道スマートメーター実証実験
に関する協定を締結し、水道スマートメーターによる自動検針の検証、漏水の早期発見など、リアルタイムで得ら
れるデータを活用した水道事業の効率化のほか、使用実態の分析に基づいた新たなサービスの検討や技術的な
実験、研究を実施した。

項目 内容

期間 令和4年（2022年)4月～令和7年(2025年)3月

場所・対象施設 Suita サスティナブル・スマートタウン (Suita SST)
（大阪府吹田市岸部中5丁目）

※詳細次ページ

対象世帯数 362世帯、 内、無線機設置メーター数: 3３９ *2025年3月末時点
（ただし、世帯に属さない共用部メーターへの設置も含む）

目的 ①経営効率化
②環境負荷低減
③サービスの向上
④災害対策への活用

実験内容 ・水道スマートメーターによる自動検針の検証
・漏水の早期発見など、リアルタイムで得られるデータを活用した

水道事業の効率化
・使用実態の分析に基づいた新たなサービスの検討や技術的な実験、

研究

２．実証実験概要
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名 称 戸数 略 称 特 徴

①ファミリー分譲マンション 100戸 ファミリー ファミリー世代向け分譲マンション

②シニア分譲マンション 126戸 シニア シニア世代向け分譲マンション

③単身者共同住宅 73戸 大学単身者 大学生専用マンション

④ウェルネス複合施設 63戸 多世代複合 サービス付高齢者住宅、保育園等複合施設

⑤複合商業施設 - 商業施設 スーパーマーケット、家電量販店、
薬局、クリニック等入居する複合施設

⑥交流公園 - 交流公園 住民の交流エリア

Suita サスティナブル・スマートタウン (Suita SST)

２．実証実験概要

Suita サスティナブル・スマートタウン(Suita SST)の場所、及びSuita SSTを構成する
集合住宅、並びに本書で用いる略称と集合住宅の特徴は以下の通りである。
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• システム構成と役割分担

クリップオン水道メーター 無線機 LPWA回線
(NB-IoT, NIDD方式)

キャリア
プラットフォーム

使用水量
可視化システム

吹田市
水道部

Suita 
SST
水道
ご利用者様

インターネット

柏原計器工業 パナソニック 吹田市水道部

役割）
・データ送受信用
LPWA無線機の提供

役割）
・LPWA回線
・クラウドサービスの提供および
計測データの管理

役割）
・実証実験フィールドの提供、
水道メーターの設置

■使用水道メーター・無線機

柏原計器工業製 水道メーター（クリップオンメーター）／無線機
（*一部の大口径メーターを除く）

使用水量5Lごとに水道メーターから
パルスが出力されるため、そのパルスを計測、パルス
の回数分の水量を無線機側で
積算していくことで指針値を計算する
（*初期指針値は出荷時に設定済。もしくはメーターへの
無線機後付設置の場合でも、初期指針値を設定可能）

メーターキャップ部に
アタッチメントで
計測ユニット取付

アナログ

実証実験全体像

２．実証実験概要

グループウェア注1

端末

注1 グループウェア : チームやグループが共同作業を行うために使用するソフトウェアやツールのこと。
主にコミュニケーション、情報共有、プロジェクト管理、スケジュール調整などを支援する機能を持っている。



6

水道メーター、通信回線、管理システムの概要

２．実証実験概要

データ管理IoT PF

通信頻度に関して
1時間毎の計測情報を1回/日送信

水道
メーター

無線機

クリップオンメーター

通信頻度: 1回/日
電文：2.6A準拠

LPWA回線
（NB-IoT）

管理画面

クリップオンメーター NB-IoT通信 (NIDD通信） 管理システム・ソフト

✓ 高耐久

✓ 低コスト

✓ データ通信可能

✓ 無線機設置オプション 多

早期導入可能な
スマートメーター

水道スマートメーターに
適した通信規格

✓ エリアカバレッジ

✓ 低消費電力

✓ 高セキュリティ
(IPアドレスを使用しない通信）

遠隔での検針値確認が
いつでも可能

✓ 各メーター毎の使用把握

✓ 1回/日 確認可能

✓ 漏水

（親メーターがある場合）
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実証実験に使用する水道メーターについて

２．実証実験概要

通信端末ユニット
LPWAによる通信
により外部に計測
値を送信。

データ通信ユニット
磁気を利用し計測流量
をデジタルデータ化。

従来流量計測ユニット
乾式メーターと機構部品をほぼ共有。
低コストと計測値の信頼性の維持に貢献

※通信端末ユニット写真はイメージとなります。

■クリップオン水道メーター
口径 13㎜ 20㎜ 25㎜

定格最大流量Q3 （㎥/h） 2.5 4.0 6.3

計量範囲R（Q3/R1） 100

流量範囲（㎥/h） 0.1～1.0 0.2～1.6 0.23～2.5

1日あたりの
使用量（㎥／日）

10時間使用 7 12 18

24時間使用 12 20 30

月間使用量（㎥/月） 100 170 260

表示機構
最大表示桁（㎥桁） 8桁

最大表示量（㎥） 9999.9999

出力パルス単位（L/P） 5

電池寿命 通常使用期間：8年間

型式承認番号 L148 L1030 L1030

メーター全長（㎜） 100 190 225

メーター高さ（㎜） 100 113 117

取付部ネジ
外径（㎜） 25.8 33.２５ 41.91

山数（山/ｲﾝﾁ） 14 1１ 11

【クリップオン水道メーター仕様及び寸法】
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メーターに接続する無線機について

２．実証実験概要

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電文通信
仕様

クリップオン
メーター

インターフェース パルス

8bitメーター

インターフェイス
8ビット通信インターフェイス準拠
（東京都水道局自動検針メーター

通信機能仕様書V2.6A準拠）

通信速度 300ビット／秒

通信方式 半二重

同期方式 調歩同期

通信符号
データ7ビット＋パリティ1ビット

（JIS X 0201）

誤り制御
水平・垂直パリティ

（偶数パリティ）

使用するLPWA方式 NB-IoT対応

メーター接続方式 クリップオン：5芯／Aライン:2芯

通信端末ユニットからのデータ伝送距離 1.5m（標準）

電源 内蔵リチウム電池（8年間駆動）

通信頻度 1日に1回

通信データ
水道メーター専用8bit電文

指針値

高さ（㎜） 146

幅 （㎜） 71

奥行（㎜） 48

【寸法表】

■取付場所の環境に合わせた設置が可能
・壁掛け、LEDの透過による起動確認が可能
・インシュロック等での固定
・メーター部に引っ掛け一体化

■防水対応
・防水保護等級IP68取得

【無線機の特徴】
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２．実証実験概要

クリップオンメーター、電子式メーターでのスマート化の比較

項目 クリップオンメーター＋無線機 電子式メーター（Aライン）＋無線機

スマート化の仕組み クリップオン部から5Lごとにパルスを無線機へ送
信。無線機で指針値データを保持しており、それに
パルス受信の都度、5Lを積算する。
また毎時の使用水量を無線機側で記憶（1日24時
間、24データを保持）。

水道メーター本体で保持している検針値、使用水量
情報（1日24時間、24データ）やアラーム情報を
無線機で1日1回取得。

取得できる水道メーター情報 検針値や使用水量（1Hごとの使用水量）
*アラーム情報（逆流警報）、その他漏水警報等のアラーム
は得られるデータを活用することで判断が可能

検針値や使用水量（1Hごとの使用水量） に加え、
アラーム情報（漏水警報・逆流警報等） など
*製品の保有機能や設定によって異なる

取得可能 最小検針単位 5L 1L （一例。製品によって異なる）

データ送信頻度
（送信情報）

1日1回、早朝に送信
（検針値、前日1時間毎の使用水量データ）

1日1回、早朝に送信
（検針値、前日1時間毎の使用水量データ、アラーム情報等）

水道メーター価格 比較的安価 （従来型メーター＋α）
（8,000円～12,000円）

比較的高価 （16,000円～24,000円）

Suita SST 導入台数
*無線機を取り付けしていないもの含む

370台 6台

クリップオン水道メーター
無線機

電子式水道メーター 無線機

５L
５L

５L

・使用水量5Lごとにパルスを受信
→無線機で検針値を保持しており、
それにパルス受信の都度、5L積算していく

・無線機側で検針値、1Hごとの使用水量を記憶
⇒1日1回、無線機で保持しているデータを送信

指針値: 
1234.50

・データ（検針値、1Hごとの使用水量、
アラーム情報等）をメーターから1日1回
取得
⇒ 1日1回、取得したデータを送信

指針値: 
2345６.7

イメージ図

クリップオンメーター＋無線機 で取得できるメーター側情報は、指針値や使用水量（1時間ごと）に限られるが、
従来型メーターと共用化している部分も多く、電子式メーターと比べ、安価にメーターを調達できる。



10

・取組概要

１）経営効率化

２）環境負荷低減

３）サービスの向上

４）災害対策への活用

３．実証実験テーマと状況
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実証実験スケジュール

３．実証実験テーマと状況 ・取組概要

水道スマートメーターの実証実験は以下のように取り組みを推進した。

2022年 2023年 2024年 2025年

実証実験期間

①環境構築（機器設置）

②使用水量可視化システム構築
（a.水道部管理者への見える化）

（b.水道ご利用者様への見える化）

③環境運用（機器・システム運用）

④利用環境を通じた利用価値、
付加価値検討、実験の実施

（例） 水需要予測、見守り、漏水(止水忘れ)
検知、管路口径ダウンサイジング検討
への使用水量データ活用

水需要マネジメントを目指した
実証実験の実施（一橋大学 主体実施）

濁水の把握についての実験の実施
（配水管・給水管における水質・水圧・水量
データを基にしたサービス構築実証実験）
＊水道スマートメーターの実験とは別で実施

▼2022年3月 ▼2025年3月

企画・検討・準備

企画・検討・準備

企画・検討・準備



実証実験テーマと状況
目的： ①経営効率化、②環境負荷低減、③サービスの向上、④災害対策への活用 に沿って、本実証実験にて検討した
テーマ、及び状況は以下の通りである。

目的 テーマ テーマのゴール 進捗状況 ●継続
検討要
★新ﾃｰﾏ
(※)

できたこと 今後の取組、課題 取組/
有用性評価
（現時点）

詳細頁

（実験
準備）

スマートメーター検針
のための環境構築、
システム構築、運用

遠隔での検針値の確
認/検証可能

完了 使用水量見える化（管理者
/需要家）運用、無線機ソフ
ト更新

－ ○ 14～22

1.経営
効率化

検針業務効率化 目視/スマメ検針値
比較
検針業務の現状整理

完了 ● 目視検針からスマメ検針へ
の移行可能性の確立
スマート化による効果把握

検針代替による検証、
料金システムとのデータ
連携検討

○ 24～25

大型口径メーター
業務効率化

現場での業務の遠隔
での実現

企画完了 ●★ 無線機を活用し、遠隔での
電子メータの機能の設定、
活用の検討

稼働メータでの実証実験、
導入に向けての検討

今後評価 26

管路ダウンサイジング
適正口径検討

実需要データを活用
した適正口径検証の
精緻化

完了 時間最大流量と水道メータ
口径、配水管口径の検証

－ ○ 27～30

水需要マネジメント
（需要の平準化）

仮想料金設定の下で
の効果検証

完了 ★ 仮想料金設定でのピークシ
フト効果の検証

－ ○ －

水需要予測 実使用データを活用
した予測の精緻化、
活用検討完了

実証完了 ● スマメデータを基に数時間
先の需要量を予測

有用性評価し、ダッシュ
ボード注1等による可視化
を検討

○ 31～35

2.環境
負荷低減

CO2削減 CO2削減効果検証 完了 削減できるCO2を算出 － ○ 37

節水意識向上 節水コンテンツによ
る節水効果の検証

企画完了 ★ 節水コンテンツ作成、実証
実験の企画

コンテンツによる節水効
果の実証評価の仕組み

○ 38

水資源の有効活用 漏水早期検知による
無効水の削減の仕組
みの確立

（机上）実
証完了

● スマメデータを活用した漏
水検知ロジックの構築
（止水忘れの発見: 1件）

ダッシュボード等による
可視化、通知機能、実証
検討

○ 39～40

12
３．実証実験テーマと状況 ・取組概要

（次ページへ続く）

(※) 今後も継続検討が望まれるテーマに●印、実証実験の推進過程で新規にテーマ化されたものに★印を付している。
注1 ダッシュボード： ビジネスやプロジェクトの重要な指標やデータを視覚的に表示するための画面/ツールで、しばしば最新データでの

データ集計や分析を行い、ユーザーが迅速かつ効果的に意思決定を行えるように支援するもの。



実証実験テーマと状況

目的 テーマ テーマのゴール 進捗状況 ●継続
★新ﾃｰﾏ
(※)

できたこと 今後の取組、課題 取組/
有用性評価
（現時点）

詳細頁

3.サービス
の向上

使用水量可視化
サービスWeb
お知らせ機能

情報提供拡大による
利用者の満足度向上

完了
（運用中）

● 使用水量可視化画面のご
利用者様への公開、アン
ケートを通じたご利用者様
ニーズの把握

ご利用者様の継続的
な活用
利用者による評価

○ 42～44

使用水量を活用
した見守り

利用者への提供の
仕組みの確立

（机上）実証
完了

● スマメデータを活用した見
守りロジックの構築

ダッシュボード等によ
る可視化、通知機能等、
実証検討

今後評価 45～46

4.災害対策
への活用

断水の特定 実運用への適用可能
性検討

企画中 ● コンセプトの検討 地図上での可視化、即
時性、災害時の活用
検討

○ 48

濁水の把握 実証実験を通じ、既
存モニタ装置代替可
能性の検証と確立

企画～実証
中

●★ 小型水質分析装置の実証
実験を住友モニターに併設、
企画、実証開始

実証実験でのデータ
取得、評価の実施

今後評価 49

応急給水時の必
要水量の把握

実運用への適用可能
性検討

（机上）実証
完了

スマメデータを活用した必
要水量のシミュレーション
の実施

－ ○ 50～52

13
３．実証実験テーマと状況 ・取組概要

（前ページからの続き）

(※) 今後も継続検討が望まれるテーマに●印、実証実験の推進過程で新規にテーマ化されたものに★印を付している。
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①環境構築（機器設置）

３．実証実験テーマと状況 ・取組概要

吹田市にて水道メーターを設置した後、
単身者用賃貸住戸、商業施設、ウェルネス複合施設については、物件の管理元と実証実験の実施調整を行い、外付け水道無線機を設置。
分譲マンションについては、入居者から実験への承諾書を受領し*、外付け水道無線機を設置。
2025年3月までに、3３９の水道メーターへ無線機を設置した。

*承諾書を受領した世帯より、随時無線機の設置を行っているため、無線機の設置を一定期間ごとに継続的に実施した。

クリップオン水道メーター 無線機 LPWA回線
(NB-IoT, NIDD方式)

キャリア
プラットフォーム

使用水量
可視化システム

吹田市
水道部

Suita 
SST
水道
ご利用者様

インターネット

名 称 戸数
世帯に属さない
共用・散水等の数

無線機設置済/設置対象メーター数

電子メーター クリップオンメーター

①ファミリー分譲マンション 100戸 2 90/102

②シニア分譲マンション 126戸 1 1/1 １０１/126

③単身者共同住宅 73戸 4 77/77

④ウェルネス複合施設 63戸 4 4/4 63/63

⑤複合商業施設 - 2 1/1 1/1

⑥交流公園 - 1 1/1

計 362戸 14 6/6 3３３/370

グループウェア
端末
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②使用水量可視化システム（a.吹田市水道部への見える化）

３．実証実験テーマと状況 ・取組概要

クリップオン水道メーター 無線機 LPWA回線
(NB-IoT, NIDD方式)

キャリア
プラットフォーム

使用水量
可視化システム

吹田市
水道部

Suita 
SST
水道
ご利用者様

インターネット

キャリアプラットフォームへ無線機の通信情報を登録すると
共に、使用水量可視化システム（Webアプリケーションシス
テム）を構築し、 キャリアプラットフォームから、水道スマー
トメーターでの1時間ごとの使用水量の情報等を1日1回、
早朝に受信している。

また使用水量可視化システムにて、無線機と集合住宅を紐
づけて登録し、メーター別の使用水量可視化、またデータの
集計、分析を行う環境を構築した。
本環境については、吹田市水道部にて確認できるようにし、
定期的に確認を行っている。

グループウェア
端末
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②使用水量可視化システム（b.水道ご利用者様への見える化）

３．実証実験テーマと状況 ・取組概要

クリップオン水道メーター 無線機 LPWA回線
(NB-IoT, NIDD方式)

キャリア
プラットフォーム

使用水量
可視化システム

吹田市
水道部

Suita 
SST
水道
ご利用者様

インターネット

収集した使用水量データについては、2023年2月より、
実験協力世帯の住人の方へも公開を実施している。

閲覧環境にログインすることで、
・前日までの指定日の1時間ごとの使用水量
・指定した月の日ごとの使用水量

を確認できるようにした。

グループウェア
端末
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③環境運用（機器・システム運用）－通信状況

３．実証実験テーマと状況 ・取組概要

クリップオン水道メーター 無線機 LPWA回線
(NB-IoT, NIDD方式)

使用水量
可視化システム

吹田市
水道部

Suita 
SST
水道
ご利用者様

インターネット

水道スマートメーターのデータは、1時間ごとの使用水量（ロードサーベイ）を、
1日1回、夜間早朝（2:00～6:00頃）にデータ連携している。
日々の通信成功率を以下の通り定義し、期間平均を計算した。

日々の通信成功率 ＝ （その日に定時データ受信したメーター数）／（その日時点での対象メーター数 ）

・2022年3月（設置開始）～ 202５年3月［全期間通し］： 99.7%（通信キャリア側障害等含む）

キャリア
プラットフォーム

グループウェア
端末
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③環境運用（機器・システム運用）－FOTA

３．実証実験テーマと状況 ・取組概要

クリップオン水道メーター 無線機 LPWA回線
(NB-IoT, NIDD方式)

キャリア
プラッフォーム

使用水量
可視化システム

吹田市
水道部

Suita 
SST
水道
ご利用者様

インターネット

FOTAサーバ

管理者

実運用する際には、無線機の不具合の解消や機能性向上を
目的とした、ソフトウェアのアップデートを行う場合も想定され
る。設置済みの無線機に対してのソフトウェアのアップデートを
行う方法として、通信回線を利用してソフトウェアをアップデー
トする、FOTA (Firmware update Over The Air) がある。
今回、実運用を見据え、設置済み無線機に対して、右の表の通り
FOTAを実施した。

項目 内容

実施期間 2023年5月24日～7月20日

対象台数 281台

FOTAを実施するにあたり事前検討を行った結果、課題が抽出された為、次ページ記載の対応を行った。

グループウェア
端末
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③環境運用（機器・システム運用）－FOTA

３．実証実験テーマと状況 ・取組概要

No. 課題内容 対応

1 FOTA後、更新版のソフトウェアを反映するため、無線
機の再起動が必要となる。クリップオンメーターの場合、
再起動中に使用された水量が積算できず、無線機から
取得する指針値に幾分かの誤差が発生する。

FOTA完了後、現場を訪問し、再度指針値設定を行う。

（備考）マンション等、多くのメーターが施錠された施設内にあるた
め、事前に管理会社に許諾をとっておく。

2 FOTA中に通信状態が悪化するなどし、FOTAが途中
で異常終了した場合途中から再開できない。
（通信キャリア側FOTA仕様）

再試行を行う。再試行を繰り返してもFOTAが完了できない
場合、良好な通信環境へ無線機を移動させてFOTAを行う。

（備考）屋内で更にパイプシャフト内にメーターがある集合住宅もあ
る。

3 一度に実施できるFOTAの数に制限がある。
（通信キャリア側FOTA仕様）

No.1の通り、FOTA後の再起動によって、無線機から取得す
る指針値には幾分かの誤差が発生することとなるため、可能
な限り、FOTAの実施と指針値再設定の期間は短い方が望ま
しい。指針値再設定のための現場訪問日、No.2のFOTA中の
異常終了リスク、No.3の一度に実施できるFOTAの数を考慮
した計画を立案し、計画的にFOTAを実施する。

クリップオン水道メーター 無線機 LPWA回線
(NB-IoT, NIDD方式)

キャリア
プラットフォーム

使用水量
可視化システム

吹田市
水道部

Suita SST
水道
ご利用者様

インターネット

FOTAサーバ

管理者

① 再起動中
使用水量加算

パルス受信不可

② 通信状態
悪化リスク

→ 異常終了時
途中から再開不可

③ 一度に実施できる
FOTA数の制限

グループウェア
端末
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③環境運用（機器・システム運用）－FOTA

３．実証実験テーマと状況 ・取組概要

実施結果）設置済み無線機 281台のFOTAは完了した。
事前に検討した課題対応の結果、並びに、特筆すべき点を以下に挙げる。

1. ソフトウェア更新後の無線機再起動に伴い発生する指針値差異
差異は、88%が＋30L以内に収まった。（差異発生してないものが半数（50%））。
残りの12%は補正量が大きいもので最大で1m3の補正をしたり、マイナス側への補正をしたものがあった。
これは、入居者の入居後、既に使用中の水道メーターに対し、実験の承諾書を受領した後、後付けで無線機を取り付けるプロセスと
したため、初期設置時に、メーター指針値を読み誤り初期指針値設定を誤ってしまっていたものがあったこと （例：1m3の読み誤り）や、
再起動時に相当分の水量を使用された為と考えられる。
（次節で触れるが、クリップオン水道メーターによるスマート検針精度を目視検針と比較したところ、問題ないと判断できるものであった。）

無線機の再起動を行った際には、クリップオン水道メーターの場合、再度、指針値との整合を確認するのが精度の観点では望ましいが、
実際の請求使途での検針はm3単位、かつ、前回検針値との差分での使用水量の算出であることから、調整対応コストを考えると、
実運用上、必ずしも差異整合確認をする必要はないと考えられる。
もっとも、メーカー側の見解として、本仕様についての改善案は検討可能であるとしており、今後の製品で本仕様が改善される可能性も
ある。そうすれば、当該懸念事項は解消される。

2.電波強度が弱い環境に設置された無線機のFOTA対応
FOTAに失敗した無線機は大半が再試行することで、ソフトウェア更新を完了できた。再試行を繰り返しても完了できない無線機（1台）に
ついては、設置済み無線機を取り外し、屋外に移動させてFOTAを実施した。

3.同時に実施するFOTAの数の制限
通信キャリア側の仕様制限があり、同時にFOTAを実施する台数は最大10台、また次のFOTAの実施も数時間程度の間隔を空けて
実施した。

4.管理会社との調整
無線機が設置されている集合住宅物件（エントランスでの施錠あり）の中には、
・管理人の方が駐在の日・時間が限られている（1ヶ月に1回程度）

物件もあり、1.の指針値確認や、2.の無線機を移動してのFOTA対応、3.のFOTAの実施スケジュールについて、
管理人の方の駐在日、時間帯に合わせながら推進する必要があった。
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④スマートメーター検針について

３．実証実験テーマと状況 ・取組概要

水道メーターのスマート化をする場合、多くの場合、現場での目視検針業務の代替による業務効率化が
その目的の1つであると考えられる。

吹田市においても、スマート化による検針の代替可能性を検討することとしている。
今回のスマート化は、あくまで実証実験であるため、スマート化実施水道メーターでも、従来の2ヶ月に1度の目視
検針を行っている。そこで、まずは目視検針値と目視検針を行った日24:00のスマートメーター
検針値の比較を行うこととした。

目視検針（吹田市の場合） スマートメーター検針

検針
タイミング

2ヶ月ごと
日中、検針員の方がメーターを読取した時刻
（1つ1つ読取していくため、メーターによって読取時刻
が異なる）

毎日 24:00

最小検針単位 1m3（※水道メーターでは最小Lまで表示するが
目視検針としてはm3単位までの確認を行っている）

5L（0.005m3）（クリップオンメーター）
※電子メーターの場合は1L (0.001m3）

■目視検針とスマートメーター検針の主な違い

■目視検針値とスマートメーター検針値の比較

目視検針 スマートメーター検針

比較データ 2023年5月から2ヶ月ごと、2024年1月まで
の検針値(A)

左と同日の24:00検針値(B)

対象メーター数 Suita SST 設置 296メーター

比較検証方法 目視検針との差＝(B)－(A) として、値の出現頻度をヒストグラムとして表現する（次ページ）

目視検針とスマートメーター検針の差の検証



22
④スマートメーター検針について

３．実証実験テーマと状況 ・取組概要

目視検針との差をヒストグラムとして表したものが以下のものとなる。分布は正規分布に近い分布となっている。
なお、差が発生する要因としては、

• 検針タイミングの差（目視:日中の検針時刻、スマートメーター:24時）
• 最小検針単位の差（目視: 1m3、スマートメーター: 5L/1L）
• 目視検針の際の人間の読み取り誤り

等が考えられる。

なお実際に、2m3の差が発生した水道メーター（交流公園メーター）の原因を調査してみたところ、ロードサーベイ
データ（1時間ごとの使用水量データ）より、目視検針後から、当日24時までの間に差相当分の水を使用されている
ことが確認できた。

■目視検針値(A)とスマートメーター検針値(B)
 (B)-(A)の頻度ヒストグラム

差: 2m3 を超えるデータも一部存在
原因） 目視検針～スマメ検針の間に、差相当分の水を

使用していた

差を確認したところ、検針タイミングの差
の間の水の使用等の原因が確認された

⇒ 問題なしと判断

Suita SST 296メーター 隔月検針との差の分布

差(m3)
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・取組概要

１）経営効率化

２）環境負荷低減

３）サービスの向上

４）災害対策への活用

３．実証実験テーマと状況
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検針業務の現状把握

３．実証実験テーマと状況 １）経営効率化

新規開栓
既設開始・中止

窓口受付
料金システム入力

検針データ
作成

検針予定データ
ファイル転送

検針業務

再検針

検針結果集計

調定

納付書
発行・請求

お知らせ票
発行

異常・漏水
報告

支払い

水道利用者 水道事業者

窓口業務 検針業務

異常

正常

検針結果データ
ファイル転送

検針業務
・隔月検針（日祝除いた14日間で実施）
・ハンディ―ターミナルを使用

ハンディ―ターミナルの実施内容
・検針情報
・異常水量など、

水道スマート化による実施可否
代替手段の方法を考察

現状の目視検針から水道スマートメーター検針への置き換えを検討するために、現状の業務の整理を行った。
検針業務をとってみても、単純に検針値を記録する以外にも、異常や漏水などの確認業務を含んでいる。また料金調定にはシステム
を用いており、検針データの取り込みも必要となる。水道スマートメーター検針への置き換えに向けては、
置き換え後のフローについても検討していく必要がある。
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現状の検針業務とスマート化による効果比較

３．実証実験テーマと状況 １）経営効率化

項目 従来
（ハンディ―ターミナル）

水道スマート化 備考

検針 ・隔月
・2か月経過後の指針値の取得

・毎日
・前日1時間毎24個のデータを取得

回転情報 ・パイロットの回転/停止を確認 ・１時間ごとのデータを取得できるこ
とから代替可能と判断

・検針時に常に水が流れていない
か確認（漏水確認の一部）

水量負異常 ・回帰
・情報（取換、逆付、他）

・毎日検針値データを確認すること
で、単調増加の関係成立していなけ
れば回帰と判断できる。

・メーター取換情報（日時）が
あれば整合しているか確認可能

異常水量 今回指示数－前回指示数＋取替水量
⇒前回と同等や、変化なしが異常

・同じ仕様を算出することは可能
・頻度を上げた確認が可能

閉栓中水量あり ・閉栓中にも関わらず、
今回使用量＞１の時の判断

・同じ仕様で算出することが可能
従来より頻度を上げ確認可能

異常水量（過大） ・過去の使用水量との比較・判断
・前回水量、基準値との比較
・前年水量、基準値との比較
・データがない時の比較

・同じ仕様で算出することが可能
従来より頻度を上げ確認可能

異常水量（過少） ・前回・前々回水量、基準値との比較
・データがないと時の比較

・同じ仕様で算出することが可能
従来より頻度を上げ確認可能

連続回転エラー ・複数回確認 ・１時間ごとのデータを取得できるこ
とから代替可能と判断

水道検針業務（目視検針）で行っているものをスマート化した場合に考えられる方法とその効果について

検討した結果が下表である。スマート化によりデータの取得頻度が向上することからデータを活用することで、

より頻度を上げて確認できる項目が増えると考えられる。
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大型口径メーター業務効率化

３．実証実験テーマと状況 １）経営効率化

背景） 吹田市の水道メーターの内、大口径の水道メーターの多くは電子式水道メーターを採用して設置している。

電子式水道メーターの場合、多くの水道メーターが、メーター本体に、指定時間間隔ごとの使用水量を
記録するロードサーベイ機能や、メーター単体でのアラーム機能を具備している。

吹田市では、これらの機能を利用する際、現状は、現場のメーターに設定端末を結線して設定し、
必要な場合、後日、現場を再訪問してデータを取得するなどの運用を行っている。

これらの業務を無線機を通じ、遠隔で実施できれば、水道部職員の移動・作業時間が削減でき、
またメーターのアラームの確認についても現場訪問不要で、頻度を上げて実施できることから、
業務の効率化やサービスの向上につながると考えられる。

今回実証実験としては実施できなかったため、今後、本件の実験実証を行い、効果を検証することが
望まれる。

電子式水道メーター

ロードサーベイ機能、アラーム機能の利用

現地でメーターと端末を結線して
設定・データ取得

LPWA回線
(NB-IoT, 

NIDD方式)

キャリア
プラットフォーム

吹田市
水道部

インターネット

メーター
設定システム電子式水道メーター 無線機

ロードサーベイ機能、アラーム機能の利用

遠隔で無線機経由で
設定・データ取得

現状 検討案

グループウェア
端末
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管路ダウンサイジング検討（メーターの口径と1時間あたりの最大使用量との相関）

３．実証実験テーマと状況 １）経営効率化

【目 的】 メーターの口径と使用水量が適切かどうか確認する。
【データ】 Suita SSTにおいて通信で接続されているすべての需要家に対して実施する。

【結 果】 ・時間最大使用量の多い順に13戸をリストアップした(下表)。

無線機ID 時間最大使用量
(m3/h)

日最大使用量
(m3/日)

物件名 施設名称/
部屋番号

口径
(mm)

imei_355835115074841_kok 17.579 38.368 複合商業 75

imei_355835115052607_kok 5.789 23.64 シニア 共用 50

imei_355835115058984_kok 4.1732 13.462 多世代複合 ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ 40

imei_355835115071169_kok 2.26 8.873 多世代複合 保育所 50

imei_355835115072654_kok 2.065 11.94 複合商業 25

imei_355835115053282_kok 1.878 10.157 多世代複合 サ高住 50

imei_355835115053993_kok 1.433 6.739 多世代複合 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ 50

imei_355835115055568_kok 1.42 3.825 交流公園 20

imei_355835115059024_kok 1.075 1.38 大学単身者 A 20

imei_355835115057804_kok 1.005 1.225 多世代複合 B 20

imei_355835115059917_kok 1.0 1.0 多世代複合 C 20

imei_355835115054942_kok 1.0 1.035 多世代複合 D 20

imei_355835115054272_kok 0.805 2.95 ファミリー E 20

データ更新日:2024/03/13 09:04

【考 察】 ・吹田市給水装置工事施行指針に定められた「水道メーター型式別使用流量基準」において適正であることが
確認できた。
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管路ダウンサイジング検討（メーターの口径と1時間あたりの最大使用量との相関）

３．実証実験テーマと状況 １）経営効率化

【考 察】 ・配管のメンテ等の時期に、口径と時間最大使用量および日最大使用量のそれぞれの相関図を
作成することによりメーター口径のダウンサイジングに利用することが可能となる。

・メーター口径(mm)と時間最大使用量(m3)との相関図、メーター口径(mm)と日最大使用量(m3)との
相関図は下図の通りである。

【結 果】 ・メーター口径毎の戸数は下表の通りである。

メーター口径(mm) 20 25 40 50 75

戸数(戸) 304 2 1 4 1

(mm) (mm)

（
ｍ

3
)

（
ｍ

3
)



管路ダウンサイジング検討（1時間あたりの最大使用水量と配水管口径の検証）

３．実証実験テーマと状況 １）経営効率化

【目 的】 Suita SSTに布設している配水管口径（Φ＝150mm）と使用水量が適切かどうかを検証する

【検証方法】 Suita SSTの1時間あたりの使用水量において、最大の使用水量を調査し、その使用水量と
配水管口径の妥当性を検証する。

【データ】 Suita SSTにて通信で接続されている水道メータの全使用水量データ（2022年3月下旬～2024年4月上旬）

【結 果】（1時間あたりの使用水量最大の時間帯の調査）

[1時間あたりの使用水量最大] 2024年3月5日 19-20時 （22.9291m3/h、以下左図赤丸部）

当該日の時間帯別の使用量の分布は以下右図のグラフのようになる。ファミリーの使用量が多い時間帯と
複合商業の間欠的に使用する時間帯が重なったために時間帯あたり使用水量が最大となっている

29

時間あたりのSuita SST合計消費量

日付



管路ダウンサイジング検討（1時間あたりの最大使用水量と配水管口径の検証）

３．実証実験テーマと状況 １）経営効率化

【結 果】（最大使用水量と配水管口径Φ=150mmの妥当性検証）

（配水管の状況と検証）
本管150mmは、北と南に分岐があり両方から押している形になっている。
しかし、実際の水の流れは南側分岐では、ほぼ動いてない状態であり、北から南に流れ、南側分岐手前で
消費されているようなイメージである。
本件では、南側分岐が閉塞しているものとして算出した。

管網計算の結果、Suita SSTへの注入点の静水圧：0.32MPa となった。そこからメーター1次水圧を計算すると、
100㎜以下とした場合、消火栓を使用したときに出水不良となり、設計（現状）の150㎜が適正であることが
解かった。

使用
流量

管内流速 損失水頭 メーター1次水圧(静水圧0.32MPaの場合)

φ75mm φ100mm φ150mm φ200mm φ75mm φ100mm φ150mm φ200mm φ75mm φ100mm φ150mm φ200mm

通常 23㎥/h 1.4 m/s 0.8 m/s 0.4 m/s 0.2 m/s 0.117 MPa 0.029 MPa 0.004 MPa 0.001 MPa 0.203 MPa 0.291 MPa 0.316 MPa 0.319 MPa

消
火
栓

1栓 83㎥/h 5.2 m/s 2.9 m/s 1.3 m/s 0.7 m/s 1.256 MPa 0.309 MPa 0.043 MPa 0.011 MPa 0.000 MPa 0.011 MPa 0.277 MPa 0.309 MPa

2栓 143㎥/h 9.0 m/s 5.1 m/s 2.2 m/s 1.3 m/s 3.436 MPa 0.846 MPa 0.117 MPa 0.029 MPa 0.000 MPa 0.000 MPa 0.203 MPa 0.291 MPa

3栓 203㎥/h 12.8 m/s 7.2 m/s 3.2 m/s 1.8 m/s 6.569 MPa 1.618 MPa 0.225 MPa 0.055 MPa 0.000 MPa 0.000 MPa 0.095 MPa 0.265 MPa

判定

× ×

〇 〇

ヘーゼン・ウィリアムス式により算出 × ×

〇 〇
流速が速すぎる(損失大) （C=110、L=250m[SST内]とした） 消火栓使用時に断水

管内流速: 使用流量 23 m3/h, 83 m3/h, 143 m3/h, 203 m3/h を満たすために必要な
管内流速の値 (m/s) を示しており、3.0m/s以下を目標としている。

メーター1次水圧: 消火栓使用時に0.1MPa以上を目標としている。

【考 察】 スマートメーターから実際の1時間あたりの最大使用水量を把握できることで、一定の条件を設定した上で、
より精緻に当該エリアへの配水管口径設計の妥当性の検証をすることが可能となる。
（従来は平均水量✕時間係数等の計算により、最大使用水量を推定）

■配水管口径別の分析結果
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水需要予測（各物件の時間帯毎の使用量合計と平均使用量）

３．実証実験テーマと状況 １）経営効率化

【目 的】 使用水量において、物件ごとに分類することにより特徴的な分布になるかを確認する

【データ】 Suita SSTについては各物件(棟)毎に使用者層が異なるので、物件ごとに集計を実施した。
但しシニアの共用場所、多世代複合のデイサービス、保育所、サ高住、
グループホームのメーターについては除いて集計した。
また、交流公園と複合商業施設もメーター数が少ないので対象から除いた。

【結 果】 ・Suita SST全体の分布とそれぞれの物件の各分布を示す。

[Suita SST全体]

[ファミリー] [多世代複合]

[シニア] [大学単身者]

データ更新日:2024/03/13 09:06



【考 察】・今回は物件ごとに使用者層がある程度分類されているので、全戸数をサンプリングしなくてもある程度の
戸数をサンプリングすることにより、特徴のある分布からサンプリング以外の戸数を含めた水の需要予測が
可能と考えられる。そこで、次項から物件毎に各需要の予測を実施する。
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水需要予測（各物件の時間帯毎の使用量合計と平均使用量）

３．実証実験テーマと状況 １）経営効率化

【結 果】 ・物件毎にそれぞれ特徴のある分布になっている。下表にまとめる。
     

Qmax : 時間あたりの平均使用量の最大 Qave : 時間あたりの平均使用量の平均

物件 Suita SST全体 ファミリー 多世代複合 シニア 大学単身者

特徴 - ・典型的な
使用パターン

・朝方に使用量の
ピークがある

・朝方に使用量の
ピークがある

・夜中に使用量の
ピークがある

Qmax(L/h) 26.1 55.9 12.0 19.8 8.6

Qave(L/h) 13.9 21.5 5.9 8.8 5.3

データ更新日:2024/03/13 09:06
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水需要予測（5時間先）

３．実証実験テーマと状況 １）経営効率化

【目 的】 浄水の貯水量を安定させるために5時間先までの水道使用量の需要を予測する。

【データ】 分類について前頁の分類で実施する。2022.10.1～予測日前日までのデータを使用し、当日1日の需要予測を
機械学習で実施し、その値を前日までの時間あたりの分布比率で1時間別に分配して5時間の合計消費量を予測した。
さらに、予測値について、実測値との比較を実施した。

【結 果】 Suita SST全体の分布とそれぞれの物件の需要予測結果、及び使用実績のグラフを示す。
（以下は、2022.10.1～2024.3.12までのデータを使用し、2024.3.13の需要予測結果、及び、使用実績である）

[Suita SST全体]

データ更新日:2024/03/13 09:06

・実測値 ・・・ 1時間毎の実使用水量 ・予測値 ・・・ 前日までの使用水量に基づき予測した当日の1時間毎の使用水量
・real_5h ・・・ 0時から19時までの毎正時から5時間後までの実使用水量（0～5時、1～6時、…、19～24時）
・pred_5h ・・・ 前日までの使用水量に基づき予測した当日の0時から19時までの毎正時から5時間後までの使用水量

（0～5時、1～6時、…、19～24時）

[ファミリー] [多世代複合]

[シニア] [大学単身者]
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水需要予測（5時間先）

３．実証実験テーマと状況 １）経営効率化

【結 果】 ・2023.9.19～毎日5時間先までの消費量の予測をした。
予測の評価には重み付き絶対誤差率(WAPE)値を用いることとし、
これまでのWAPE値の最大値、平均値、最小値を算出した。

       制約:19時以降は比較していない。また土日、休日の比較は実施していない。

物件 全体 ファミリー 多世代複合 シニア 大学単身者

WAPE最大値(%) 44.2 22.2 34.9 24.8 88.8

WAPE平均値(%) 22.3 10.5 13.7 11.9 23.6

WAPE最小値(%) 12.7 4.5 3.9 4.3 9.6

データ更新日:2024/03/13 09:07

yi,t - ポイント (i,t) での観測値
ŷi,t - ポイント (i,t) での予測値

※重み付き絶対誤差率 (WAPE) は、観測値からの予測値の全体的な偏差
WAPE は、観測値の合計と予測値の合計を取り、これら2つの値の間の誤差を計算することに
よって求められ、計算値が小さいほど、モデルの精度が高い。

出典 https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/forecast/latest/dg/metrics.html



【考 察】  ・使用者層を分類することにより5時間先までの消費量の需要予測をすることは、ある程度は可能である。
平均のWAPE値から推定して20%程度のマージンを持たすことにより浄水の貯水量を安定させることができる
可能性がある。これまでの経験で実施されている内容との比較が必要である。

 ・ファミリーについては、使用者層の分類が良いかもしれないが、かなりWAPE値が良くなっている。前項の日々の消費量が安定
していることに加えて、時間パターンも大きな変更がないためにWAPE値の平均は10%程度になっている。

 ・シニアについては途中から消費水量の大きい共用場所の使用水量データが5月に加わったことと、
データ収集対象メータが順次増加しているので平均値も誤差が出ている可能性がある。

 ・多目的複合については、日々の変化は少ないが時間パターンの変動が大きな可能性がある。

 ・大学単身者については、日々の消費量の変動が大きく、時間パターンも大きく変動するためにWAPE値は大きくなっている。

水需要予測（5時間先）

３．実証実験テーマと状況 １）経営効率化
35
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・取組概要

１）経営効率化

２）環境負荷低減

３）サービスの向上

４）災害対策への活用

３．実証実験テーマと状況
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CO2削減効果

３．実証実験テーマと状況 ２）環境負荷低減

■基本情報

・検針対象世帯数：174,844世帯 （令和5年2月検針予定数＋令和5年3月検針予定数 ： 吹田市全体）

・過去の直営検針時の想定で消費するガソリン量からCO2排出量を算出

 ・原動付き自転車台数: 20台

 ・月間ガソリン消費量： ３～4L/台

 ・検針間隔２か月に1回

 ・燃料別の二酸化炭素排出量の例 （燃料をガソリンとして算出）： 資料４ 燃料別の二酸化炭素排出量の例 (env.go.jp)

■算出例（ガソリンで算出）

・単位あたりCO2排出量＝単位発熱量[Gj/kl] × 排出係数「tC/GJ] × 44/12

＝34.6G[J/kl] × 0.0183[tC/GJ]

                          =2.32166 [Kg – CO2/l]

      ・検針時のCO2排出量（174,844世帯を２か月で検針する）

単位あたりCO2排出量 × ガソリン消費量[l/月] × 原付台数 [台] × ２か月

    ＝2.32166 × ３[l] × 20[台] × 2 [か月]

=278.559 kg

・年間： 278.599 x ６回 ＝ 1,671.6 kg   ・・・・スマート化で削減できるCO2量

現行の目視による水道メーター検針の際には、多くの場合、原動機付自転車（燃料：ガソリン）を利用し、メーター設置場所を訪問して
検針を行っている。

水道スマートメーターの導入により、基本的には、検針のためにメーター設置場所を訪問する必要がなくなることから、
検針業務の移動でガソリンを使用し排出されるCO2が削減できると考えられる。
消費されるガソリン量を基に削減できると考えられるCO2量を試算した。

https://www.env.go.jp/council/16pol-ear/y164-04/mat04.pdf
https://www.env.go.jp/council/16pol-ear/y164-04/mat04.pdf
https://www.env.go.jp/council/16pol-ear/y164-04/mat04.pdf
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節水意識向上

３．実証実験テーマと状況 ２）環境負荷低減

Suita SST
タウンポータル

閲覧前と後で、

水使用量の変化の有無を
水道クラウドで確認し、
効果を検証

誘導

節水コンテンツへのリンク

【目的】 節水を意識したコンテンツが、どれだけの節水効果があるのかを検証し、今後の活用に繋げるための
企画、検討を行った。（本実証実験での実際の検証は行っていない）
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水資源の有効活用（メーター下流側の漏水検知の検討）

３．実証実験テーマと状況 ２）環境負荷低減

【目 的】 メーター下流側の漏水検知の検討を行う。

【データ】 各需要家の2022.10.1～2023.10.1までの水の使用水量データを基に、その使用実態から漏水が疑われる
住戸を抽出する。 抽出対象としては、2023.10.1～の使用水量データで、漏水が疑われる住戸が抽出できるかを
検証した。

【結 果】 2023.10.1以降、使用実態を考慮して日々、漏水が疑われる住戸を抽出すると、下記の住戸（メーター）の
データが対象として抽出された。

無線機ID 物件名 継続時間(H) 日付

imei_355835115054009_kok ファミリー 29 2023-12-01 23:00:00

imei_355835115054009_kok ファミリー 35 2024-01-17 23:00:00

imei_355835115054009_kok ファミリー 42 2024-03-09 23:00:00

imei_355835115072654_kok 複合商業 26 2023-11-01 23:00:00

imei_355835115072654_kok 複合商業 50 2023-11-02 23:00:00

imei_355835115072654_kok 複合商業 74 2023-11-03 23:00:00

imei_355835115072654_kok 複合商業 98 2023-11-04 23:00:00

imei_355835115072654_kok 複合商業 122 2023-11-05 23:00:00

imei_355835115072654_kok 複合商業 146 2023-11-06 23:00:00

imei_355835115072654_kok 複合商業 170 2023-11-07 23:00:00

imei_355835115058984_kok 多世代複合 41 2024-01-07 23:00:00

データ更新日:2024/03/13 09:06
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水資源の有効活用（メーター下流側の漏水検知の検討）

３．実証実験テーマと状況 ２）環境負荷低減

【考 察】 ・上記の複合商業のimei_355835115072654_kokについては2023年11月7日に、吹田市様に連絡し、管理会社様で
確認を実施した。原因は散水の1系統で自動散水が止水できずに水がでつづけていることを確認。11/8 15時頃対処
いただき、消費水量が16時以降、0になっていることを確認した。漏水の警報もあがらなくなった。
(仮に2ケ月先に判明したとして最大60日間で続けたとすると、約200m3が無駄な水になる可能性があった。)

       ※実運用ではもう少し早い段階(上記の例の場合、11月2日時点では漏水の警報を上げることは可能である。

・上記以外ではファミリーと多世代複合で漏水の警報が上がっているが、誤警報の部類に入るので漏水量により
監視時間を変更するなどの検討が必要。それ以外は漏水の警報は上がっていない。

 なお、多世代複合では、本当に蛇口の閉め忘れの可能性もある。

・以上のことから前項の内容での漏水検知は有効であると考える。
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・取組概要

１）経営効率化

２）環境負荷低減

３）サービスの向上

４）災害対策への活用

３．実証実験テーマと状況
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使用水量可視化サービス

３．実証実験テーマと状況 ３）サービスの向上

2023年2月より、実験協力世帯の住人の方へも使用水量可視化
サービスの公開を実施し

・前日までの指定日の1時間ごとの使用水量
・指定した月の日ごとの使用水量

を公開している。

また、広報活動にも利用できるよう、簡易的なお知らせについても
掲載し、公開している（Webお知らせ機能、詳細後述）。

本サービスを住人の方にご利用いただくにあたって、
利用マニュアル・ログインIDのおしらせを作成し、
住人の方への配布（累計: 約230世帯）を実施した。

本内容については、吹田市水道部のWebでも広報を実施した。
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使用水量可視化サービス

0%
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50%

使用水量可視化システム 利用率

ファミリー シニア 多世代複合 合計

42%

31%

28%

5%

【利用状況】
公開開始後からの利用率をグラフ化したものが以下である。ここで利用率とは、

利用率 ＝ 1回でもアクセスしたことのある世帯 ／ アカウント配布世帯数 とした。

ファミリー世帯が最も利用率は高く、対象世帯の40%超が一度はシステムへアクセスしている。
一方、多世代複合はサービス付高齢者住居の入居者であり、利用したことのある世帯は5%にとどまっている。
なお、シニア世帯において、途中で利用率が下落しているが、これは途中で実験協力世帯が増加しシステム利用
アカウント配布世帯数が途中で増加したことによる。

３．実証実験テーマと状況 ３）サービスの向上



44

Webお知らせ機能

３．実証実験テーマと状況 ３）サービスの向上

今まで広報してきた
情報に加えて

実証実験/SST
ならではの情報

広報コンパス５D*

に基づいた

情報発信

お知らせ機能を活用することにより、

広報コンパス５Dの「５つのデザイン」に基づきながら、

使用者が求めている情報を発信するなど、

メリハリのある広報活動ができるのではないかを検証中

実施事項

吹田市電子申込システムを利用した、お知らせ欄への掲載事項に係るアンケート調査

吹田市水道部ホームページや広報用動画ページへのリンクを掲載

アンケート内容 ： 年齢層 や お知らせページで知りたい情報について

アンケートの結果を反映したお知らせ欄の掲載内容更新

「使用水量の見方」を吹田市水道部ホームページに掲載 お知らせ欄に同ページへのリンク貼り付け

今後の広報活動に活かしたい。

今回の実証実験の場において、課題や利点を見つけることによって

距離が近いサービスとすることで

双方向コミュニケーションにつなげていきたい。

使用水量可視化サービスには、簡易的な広報ができるお知らせ機能も備えて
おり、Suita SST実験協力世帯の住人の方への広報活動にも試験活用している。

*広報コンパス5D: 令和2年度実施の市民アンケートをもとに、水道部の広報活動の目的や方向性を示し、戦略的に実施する方針として策定したもの

【概要・目的】
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水量データを活用した見守りの検討

３．実証実験テーマと状況 ３）サービスの向上

【目 的】 メーター下流側の各需要家の使用水量を基にした見守りの検討を行う。

【データ】 （見守り用）判定時間(H)： 2022.10.1～2023.10.1までの各需要家の使用水量実績において最長の連続無使用時間(H)

*但し、無使用期間が全体の10%以上ある需要家は見守りに適さないとして対象外とした。
また、最長の連続無使用時間(H)が24時間より短い場合、 判定時間(H)は、24時間とした。

データ抽出条件： 2023.10.1以降の使用水量データに対し、各需要家の使用水量実績が、各々の判定時間(H)より
長時間、無使用となっている場合（継続時間(H)）、見守り確認が望ましいとして、
日々対象データとして抽出できるかを検証した。

【結 果】 ・2023.10.1以降、見守り確認対象として抽出されたのは下表の通りである。
  ※それぞれの無線機IDの最初に警報が上がってきた日付をリスト化している。

無線機ID 物件名 継続時間(H) 判定時間(H) 日付

imei_355835115052151_kok ファミリー 62 60 2023-12-24 23:00:00

imei_355835115053100_kok ファミリー 60 50 2023-12-31 23:00:00

imei_355835115053225_kok ファミリー 41 25 2024-02-22 23:00:00

imei_355835115053258_kok ファミリー 135 124 2023-12-27 23:00:00

imei_355835115053704_kok ファミリー 136 126 2024-01-03 23:00:00

imei_355835115055345_kok ファミリー 273 270 2024-01-02 23:00:00

imei_355835115057382_kok ファミリー 40 37 2023-10-02 23:00:00

imei_355835115057887_kok ファミリー 132 128 2024-01-03 23:00:00

imei_355835115058018_kok ファミリー 105 103 2023-12-31 23:00:00

imei_355835115059933_kok ファミリー 105 97 2024-03-02 23:00:00

imei_355835115059982_kok ファミリー 56 46 2023-10-20 23:00:00

imei_355835115062275_kok ファミリー 41 34 2023-10-31 23:00:00

imei_355835115064032_kok ファミリー 64 52 2024-01-01 23:00:00

→残りは次ページに続く

（次ページへ続く）
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水量データを活用した見守りの検討

３．実証実験テーマと状況 ３）サービスの向上

【考 察】 ・上表の通り、結果が抽出されたが、データが抽出された数日後に再確認すると、水の使用パターンが通常に戻り、
結果的に、2日から3日程度不在で水が使用されなかったケースも抽出されていることが分かった。

 ・実運用するにあたっては、データが抽出され見守りの確認対象となった場合は、見守り機能の契約者が入居者本人に
連絡して安否確認等をする必要がある。また、今後のことを考慮して、見守り時間を再設定してもよいかもしれない。

⇒ 見守りたい人（例：住人以外で遠方に住む家族等）が見守り設定変更を行い設定運用する機能などがあれば、
個々の状況に応じた運用ができ、より望ましい運用ができる可能性がある。

無線機ID 物件名 継続時間(H) 判定時間(H) 日付

前ページからの続き→

imei_355835115065070_kok ファミリー 64 60 2023-12-08 23:00:00

imei_355835115065187_kok ファミリー 89 73 2023-11-05 23:00:00

imei_355835115071771_kok ファミリー 40 26 2024-01-02 23:00:00

imei_355835115074890_kok ファミリー 42 25 2024-03-07 23:00:00

imei_355835115074908_kok ファミリー 65 54 2023-10-31 23:00:00

imei_355835115055188_kok 大学単身者 199 194 2024-01-09 23:00:00

imei_355835115061830_kok 大学単身者 322 317 2024-01-08 23:00:00

imei_355835115053431_kok 多世代複合 37 30 2023-12-26 23:00:00

imei_355835115053589_kok シニア 33 25 2024-01-01 23:00:00

imei_355835115053829_kok シニア 90 81 2023-12-05 23:00:00

imei_355835115053902_kok シニア 63 56 2024-01-03 23:00:00

imei_355835115054033_kok シニア 159 151 2024-01-04 23:00:00

imei_355835115054330_kok シニア 31 25 2023-12-15 23:00:00

imei_355835115067027_kok シニア 37 25 2024-01-23 23:00:00

（前ページからの続き）
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断水の特定

３．実証実験テーマと状況 ４）災害対策への活用

スマートメーターの設置地点を地図上にマッピングし、さらに、一定時間、水道スマートメー
ターでの使用水量がゼロであるメーターが特定エリアに集中していることが分かれば、そ
の水道スマートメーター設置エリア付近で断水が発生している可能性があることが分かる。

但し、以下のような懸念点が見込まれるため、それについては
留意する必要がある。

• Suita SSTで実証実験を行っている水道スマートメー
ターのサーバーへのデータ送信頻度・タイミングは、1日1
回、当日分のデータを翌日早朝に送信する仕様である。
よって、水道スマートメーターのデータから、
断水の可能性を把握できるのは、翌日の朝以降となり、断
水の事実の把握の即時性にはやや課題が残る。

• Suita SSTで実証実験を行っている水道スマートメー
ターのデータの取得はキャリア回線での通信を通じて行っ
ているため、災害等でキャリア回線が不通になっている場
合にはデータの取得ができず、断水エリアの特定ができな
い。もっとも、災害時の場合、避難場所への避難等によっ
て住居に人が不在になることで、使用水量がゼロとなる可
能性があることも考慮する必要がある。 吹田市管網施設図
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濁水の把握

３．実証実験テーマと状況 ４）災害対策への活用

地震等の発生により、配水管を流れる水に濁りが発生することもある。
吹田市では、市内11箇所に給水中の濁水をはじめ、水道水の水質を監視するモニター装置を設置している。
水道スマートメーターとは別に、これらのモニター装置をより小型で簡素化した、分析装置またそのサービスの
実用化に向けた実験を開始し、給水モニター相当の水質の監視を観測点を増やして実施できるかの検討を開始した(step1)。
今後、実験結果についてまとめ、評価を行っていくと共に、水量についても実験の企画検討を行っていく(step2)。

無線モジュール

メンテナンス回線４G

データ収集周期 1min～
アップロード頻度 16分毎

（16回計測データ）

実証用ハード構成
(step1)

クラウド

送信データ
pH
導電率
濁度

残留塩素濃度
水温
水圧

排水

測定項目案

データ収集・可視化

測定項目分類 測定項目案

水質 (step1) pH、導電率、濁度、
残留塩素濃度、水温、水圧

水量 (step2) 流量、流速、流向、
瞬時流量、断水/漏水

• 無線（LPWA回線）を通じて測定データを収集
• Webシステムで可視化、監視

No. 項目 単位

1 pH 水素イオン濃度 pH

2 TDS 導電率 uS/cm

3 TSS 濁度 NTU

4 残留塩素 mg/L

5 水温 摂氏 ℃

6 水圧 ゲージ圧 kpa(G)

（参考: 水質(step1) 測定項目）

圧力
センサー

残留塩素
モニター

温度
水質計

制御部

電源：
AC100V
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応急給水時の必要水量予測（当日含む3日間）

３．実証実験テーマと状況 ４）災害対策への活用

【目 的】 応急給水時の必要な水道使用量を把握するために当日含む3日間の水道使用量の需要を予測する。

【データ】 分類については前頁の分類で実施する。2022.10.1～のデータを使用し、2022.11.1から過去のデータを
学習期間として学習期間の日を1日づつ増やしていった時のシミュレーションを実施した。

     各物件の当日から2日経過後までの需要(true_3days)と需要予測(pred_3days)を比較した。
 予測の評価には重み付き絶対誤差率(WAPE値 = WAPE × 100)を使用した。

yi,t - ポイント (i,t) での観測値
ŷi,t - ポイント (i,t) での予測値

※重み付き絶対誤差率 (WAPE) は、観測値からの予測値の全体的な偏差
WAPE は、観測値の合計と予測値の合計を取り、これら 2 つの値の間の誤差を計算することに
よって求められ、計算値が小さいほど、モデルの精度が高い

出典 https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/forecast/latest/dg/metrics.html
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応急給水時の必要水量予測（当日含む3日間）

３．実証実験テーマと状況 ４）災害対策への活用

【結 果】 ・それぞれの物件の需要予測をグラフで示す。

[ファミリー] [多世代複合]

[シニア] [大学単身者]

データ更新日:2024/03/13 09:08

・pred_3days ・・・ 前日までの使用水量に基づき、予測した当日から3日間の使用水量
・flow ・・・ 各日の実使用水量
・true_3days ・・・ 当日から3日間の実使用水量
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応急給水時の必要水量予測（当日含む3日間）

３．実証実験テーマと状況 ４）災害対策への活用

【結 果】 ・各物件の当日から2日経過後までの需要(true_3days)と需要予測(pred_3days)のWAPE値は
 下表の通り

物件 ファミリー 多世代複合 シニア 大学単身者

WAPE値
(%)

2.82 7.42 5.74 9.23

備考 ・5月から消費量の多い
共用場所が追加された

データ更新日:2024/03/13 09:14

【考 察】 ・前頁のグラフより明らかなように日々の消費量が変化がなく安定しているので、機械学習を実施するまでも
なくWAPE値は良いと考えられるが一旦機械学習でシミュレーションした。

・ファミリーについては、分類が良いのかもしれないが、かなりWAPE値が良くなっている。
シニアについては途中から消費量の大きい共用場所が5月に加わったことによりWAPE値はファミリーより
悪くなっている。

 ・大学単身者については、消費量の変動が大きく、規則性が低いためにWAPE値は高くなっている。

 ・結論としては、ある程度、使用者層を分類することにより、日々の消費量が安定するために機械学習や機械学習に頼らない
他の方法(過去の1日の平均使用量×需要家数 等々)でも数日先の需要予測はできる可能性がある。
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4. まとめ 課題と今後に向けて

＜１＞ １）－③、3）－② では Suita SSTという枠組みでは評価できた。
より様々な条件（たとえば、戸建て、工場、他の集合住宅）などSST外部の需要家のケースでも検証を広げることで、
その精度や確からしさを確認できる。またスマートメーター検針の導入に向けては、導入後のフローの検討等の準備を行い、
導入後の運用に備えていくことで円滑な導入が可能となる。

＜２＞ 3）－②、４）－② から ある程度、異常が発生した際に、異常が発生していること自体を把握することができたが、
より広い範囲、あるいは様々な条件下で実施することで、異常使用の事例を確認し、検知内容を充実されることができる。

＜３＞ 3）－③、１）－④ から 大型メーターへの業務効率化は、可能性検討を実施した。
SST内での大型メーターは限られることから、SST外の様々な事例で実証を積み上げることで、課題等が把握できる。

●今回の検証では、クリップオン水道メーターと無線機の構成、および電子式水道メーターと無線機の構成で実施してきたが、
通信の観点、検針の観点では、課題もなく、本格導入に耐えうるレベルでデータ取得ができた。
また各項目実証実験テーマの状況は以下のようになる。

１）経営効率化
①検針業務において、検針だけでなく、各種操作入力（漏れを推定するための内容）も毎日可能であり有用である。
②消費量のデータ等から、管路口径の最適評価につなげられるデータが取得できている。
③住民グループごとに需要予測にも取り組み、一定の評価を得られた。
④大型メーターでの業務効率化の仕組みの可能性検討ができた。

２）環境負荷低減
①自動検針において、CO2削減のレベルを算出した（妥当性の確認が必要）。
②需要予測を行うことで、最適な水生成に利用できそうなことがわかった。

３）サービス向上
①毎日検針により、使いっぱなし（意図しない水の流れ）を確認することができた。
②見える化の仕組みの構築を行い、住民様への一定の関心を得られた。
③大型メーターでの見える化をすることで、課題発生時のエビデンス取得等に役立つ可能性を見いだせた。

４）災害対策への活用
①検針データを活用し、住民の水需要を把握し、災害発生時への備えを正確に把握できる。
②毎日検針を把握することで、異常個所を把握できる可能性がある。



水道スマートメーター本格導入に向けて
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4．まとめ

本実証実験では、電子式水道メーター（6台）、クリップオン水道メーター（333台）とともに、無線機を使い実証を行い、
本格導入に十分耐えうるデータの取得ができた。以下に水道スマートメーターの本格導入の方法例について記載する。

■水道メーターについて
・スマート化していくにあたり、メーター自体は情報を出力できる機能を有している必要がある。
・検証した通り、電子式水道メーター、クリップオン水道メーターどちらでも対応可能であるが、方式が異なることから保有する機能、コストが大きく異なる。
・様々なデータの取得、機能を活用したスマート化を推進する場合は、電子式水道メーターが優位である。
一方で、クリップオン水道メーターは、その構成上、機能は限定されるが、得られるデータを活用することでそれらを補完することが可能である。また、従来の
機械式メーターと大部分の機構が同一であり、大幅に価格抑制できる可能性がある。
このため、実際にスマートメーター化を行うタイミングよりも前から従来メーターと同じように導入し、スマートメーター化のタイミング、エリアに応じて無線機等を
装着する運用が可能になり、スマート化の予算やフレキシブルな導入の面で優位である。

■無線機、付随するサービスについて
・スマート化するには、水道メーターを無線機、回線、サーバー、さらには料金システムとの連携が必要となる。
・それぞれの構成要素を１つ１つそろえる事例だけでなく、必要な構成要素をパッケージ化する事例が存在する。たとえば、スマート化で先行している
ガスのスマート化では、無線機、またその設置・保守を通信費用・サービス利用料と同じように月払いとすることで、初期投資不要、機器故障等の万一の場合にも
機器の保険、保守含めて対応するサービスも存在する。こういったパッケージを水道スマート化においても適用できれば、無線化から検針値情報の取得までを
一括して対応できるため、導入の際には、構成要素を１つ１つ独自で検討し揃えていく手間が省けるため、選択肢の1つとなりえる。

水道スマートメーター
（メーター本体）

無線機
（通信部）

LPWA回線
(NB-IoT, NIDD方式)

使用水量
可視化

吹田市
水道部

料金
システム（オンプレミス）

キャリア
プラットフォーム

インターネット

水道メーター本体 無線機 通信費用・サービス利用料 料金システム

吹田市
購入/設置/保守

吹田市
購入

（設置/保守:

必要）

使用水量情報提供サービス
（通信費用＋サービス利用料

月払い）

無線機利用＋使用水量情報提供 サービス
（無線機端末費＋保険＋設置＋保守＋
通信費用＋サービス利用料 月払い）

①無線機
購入

パターン

②無線機含めた
サービス

利用パターン
（検討中）

・初期投資及び、設置・保守が
別途必要

・月払金額は通信費、サービス利
用料のみを含むものとなる

・初期投資を抑え、月単位で支払
い平準化可能

・無線機の設置、保守含み、万一の
場合も追加負担なく安心

内部ネットワーク

吹田市
改修整備/保守

グループウェア
端末
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